
ライフストーリーワーク推進事業の事業イメージについて

実践者の育成（基礎研修：毎年４月～６月実施）

実践者のフォローアップ（実践事例スーパーバイズセッション：継続実施）

指導者の育成（アドバンス研修：１か年 年３回実施）

子どもと実践者を支えるサポーター育成（啓発講座：継続実施 年１回実施）
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※「子どもの最善の利益」とともに、社会的養護で生活する「子どもたちの自立支援」を保障するための人材育成と仕組みを構築

指導者がリーダーとなり、

児相・各児童養護施設等で

ライフストーリーワークを実践

「事業の中核メンバーの育成」（量的展開）
「関係機関同士の共通理解を促進」

「関係機関の連携を促進」

平成３０年度 平成３１年度以降年度

取
り
組
み
内
容

○実践者の育成（基礎研修）

○実践者のフォローアップ（実践事例スーパーバイズセッション）
○子どもと実践者を支えるサポーター育成（啓発講座）

【対 象】
・児童養護施設等の職員の参加（９施設以上）
・児相職員の参加（児童福祉司全員約４０名）
・施設所在市町にある学校関係者の参加（７市町）

○実践者の育成（基礎研修）

○実践者のフォローアップ（実践事例スーパーバイズセッション）
○こどもと実践者を支えるサポーター育成（啓発講座）
○指導者の育成（アドバンス研修）

【対 象】
・ファミリーホーム職員、里親等に受講対象を拡大
・児相及び児童養護施設職員等における指導者育成

（３）事業の継続展開

○児相及び児童養護施設等での実施支援

（「実践事例スーパーバイズセッション」及

び「啓発講座」の実施）

【対 象】
・児相及び児童養護施設等の指導者
☆全児童養護施設等が、
ライフストーリーワークの
実践と指導ができる体制確立

展開 （１）実施体制の確立 （２）実施体制の拡充

「児相・施設内ＳＶ体制の構築」（質的展開）
「里親等への支援体制の強化」

「新しい社会的養育プラン」（平成３０年度実施）への対応

「児相・施設内ＳＶ体制確立」
（自律展開）

「バックアップ体制構築」

◎児相及び施設職員の専門性向上 ◎里親・ファミリーホーム職員等の専門性向上 ◎社会的養護の専門性確保
各
年
度
の
狙
い
と
目
標

〇平成３０年における目標

・基礎研修： 児相職員２０名×１年=２０名

：施設職員３０名×１年=３０名 計 ５０名育成

・セッション : ２事例×１年×１０回=２０事例検討（２事例/月）

・啓発講座： ７市町(小・中学校)×１０名×１年=７０名受講

〇事業の継続実施を図るための取組について

・平成３０年度における着実な事業実施を行い、基礎研修、実践事例スーパーバイズセッション、

啓発講座における参加者アンケート等を実施したうえで、事業の必要性や事業効果についてとりまとめを行い、

事業の継続実施を目指す。

対象拡大
質的向上 実施体制確立

実践者への支援

実践者への支援

指導者への支援 指導者への支援

ライフストーリーワークの実践（実践対象の子どもの記録等の保管方法も検討）

・児童養護施設等の社会的養護で暮らす子どもたちの出自（生い立ち）を知る権利を保障し、将来の自立に繋げるための支援の強化が必要。
・一方で、その支援の中核を担う児童相談所等では、社会的養護で暮らす子どもたちの自立支援に繋げるための支援手法が確立していない状態にある。
そのため有効な支援手法とされる「ライフストーリーワーク」を導入し、県と児童養護施設等が一体となって継続的な実践を行うとともに、児童相談所職員等の人材育成を図る。

＜趣旨・目的＞
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